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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第26期
第１四半期
累計期間

第27期
第１四半期
累計期間

第26期

会計期間

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成23年
　　３月31日

売上高 (千円) 869,095 453,690 4,533,429

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △43,774 △30,676 21,530

四半期(当期）純利益又
は四半期純損失(△）

(千円) △43,811 △43,145 34,623

純資産額 (千円) 881,040 917,763 951,902

総資産額 (千円) 4,624,724 3,282,399 3,467,500

１株当たり四半期（当
期）純利益金額又は四
半期純損失金額(△)

(円) △2,489.27 △2,451.43 1,967.22

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.1 28.0 27.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 260,124 15,805 1,497,375

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 7,618 △36,000 37,947

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △296,453 △31,075 △1,439,080

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 41,741 115,424 166,693

(注)　１　当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について　

　　は、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

   当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の
うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、原則として当四半期報告書提出日現在において当社が判断したもの　

　であります。

　１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・　

　　　検討内容

（１）経営成績の分析　　　　　

 当第１四半期におけるわが国の経済は、新興国経済の回復などにより緩やかな持ち直しが見ら

れた中、東日本大震災の影響による生産や輸出の減少や、欧州の財政不安の顕在化による円高の進

行等により厳しい状況で推移しました。

住宅業界におきましても、消費者の消費マインドの後退や、マンションの完成時期の遅延等が懸

念されております。

そのような状況下にはありますが、当社の契約状況は順調に推移しており、当第１四半期は次の

ような結果となっております。

①売上高 当第１四半期における成約高は1,022百万円（前年同期は1,621百万円）と

599百万円減少し、そのうち顧客へ引渡しが完了した金額は443百万円（前年

同期は858百万円）と415百万円減少しました。

②営業損失 販売費及び一般管理費が96百万円（前年同期は127百万円）と31百万円減少

し、営業損失は20百万円（前年同期は22百万円の営業損失）となりました。

③経常損失 借入金の減少に伴い支払利息が８百万円減少した事等により、経常損失は30

百万円（前年同期は43百万円の経常損失）となりました。

④四半期純損失 投資有価証券評価損を12百万円計上した結果、四半期純損失は43百万円(前年

同期は43百万円の四半期純損失）となりました。

     　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

分譲マンション事業につきましては、前期より繰越した30戸（うち11戸は平成23年３月末まで

に契約済）の完成物件及び平成23年9月に愛知県一宮市に完成予定の物件（総戸数14戸）の販売

を進め、当第１四半期において25戸契約し、前期からの繰越を含め、16戸の引渡しを終えておりま

す。

その結果、売上高は443百万円と前年同期と較べ415百万円減少しましたが、売上総利益率の上昇

と、販売費及び一般管理費の削減によりセグメント利益（営業利益）は15百万円と前年同期と較

べ２百万円の減少に留まっております。

また、賃貸事業につきましては、18戸のマンションを継続して事業用に供しており、売上高は前

年同期とほぼ同じ10百万円を計上しており、利益も同様に６百万円を計上しております。
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（２）財政状態の分析

  総資産は前事業年度末に比べ185百万円減少しました。主に販売用不動産の減少371百万円によ

るものです。また、負債の減少150百万円は、主に買掛金の減少129百万円によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

また、営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、仕入債務の減少等により15百万円

(前年同期は260百万円）となっております。また、投資活動によるキャッシュ・フローにつきまし

ては定期預金の預入による支出により△36百万円（前年同期は７百万円）となっております。そ

して、財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、借入金の返済による支出等により、△

31百万円（前年同期は△296百万円）となっております。この結果、現金及び現金同等物の当第１

四半期会計期間末の残高は、115百万円（前年同期は41百万円）となっております。

　

（４）財務政策

　　　　当社の主要目的であるマンション分譲事業は、マンションの建設着工から完成まで平均14

　　  ヶ月位を要し、分譲代金の回収もマンションの完成時期に集中することから、完成在庫の安

　　　定的な分譲により毎月の経常資金の支払に備えております。

　

（５）営業キャッシュ・フロー

　　　　当社は、マンション用地の取得資金を金融機関からの借入によっており、かつ用地取得か

　　　らマンションの完成による資金回収までの期間が一事業年度で完結しないことから、マンシ

　　　ョン用地の取得状況によって、営業キャッシュ・フローは大きく変動いたします。

　

（６）上半期及び下半期の変動

　　　　当社の主要事業である分譲マンション事業においては、マンションの売買契約成立後、顧

　　　客への引渡時に売上が計上されるため、マンションの完成時期の偏りにより上半期と下半期

　　　では経営成績に変動が生じる傾向があります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000

計 64,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,276 18,276

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株制度を採用しておりま
せん。

計 18,276 18,276 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 18,276 ― 1,017,995 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 　　676

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　17,600 17,600 ―

発行済株式総数 18,276 ― ―

総株主の議決権 ― 17,600 ―

　(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社エムジーホーム

名古屋市熱田区花表町
７番21号

676 ― 676 3.69

計 ― 676 ― 676 3.69

　

　

２ 【役員の状況】

　 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エムジーホーム(E03991)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期財務諸表について、監査法人アンビシャスにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は連結対象会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 174,693 159,424

売掛金 12,872 12,417

販売用不動産 851,050 479,353

仕掛販売用不動産 1,234,400 1,444,291

貯蔵品 1,033 1,129

その他 10,341 9,735

貸倒引当金 △1,400 △1,400

流動資産合計 2,282,991 2,104,950

固定資産

有形固定資産 1,045,876 1,041,976

無形固定資産 2,963 2,963

投資その他の資産 135,670 132,509

固定資産合計 1,184,509 1,177,448

資産合計 3,467,500 3,282,399

負債の部

流動負債

買掛金 155,582 26,250

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

短期借入金 1,160,500 1,146,500

1年内返済予定の長期借入金 413,292 413,542

その他 76,680 83,493

流動負債合計 1,906,054 1,769,785

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 355,334 338,011

退職給付引当金 44,365 45,867

その他 9,845 10,972

固定負債合計 609,544 594,850

負債合計 2,515,598 2,364,635

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,995 1,017,995

利益剰余金 23,086 △20,059

自己株式 △83,211 △83,211

株主資本合計 957,869 914,724

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,967 3,038

純資産合計 951,902 917,763

負債純資産合計 3,467,500 3,282,399
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 869,095 453,690

売上原価 764,490 377,920

売上総利益 104,605 75,770

販売費及び一般管理費

役員報酬 8,130 8,130

給料及び手当 34,756 31,898

その他の人件費 5,521 5,029

退職給付費用 1,044 1,502

販売手数料 5,367 －

減価償却費 1,487 1,187

租税公課 10,330 6,597

広告宣伝費 34,592 23,834

支払手数料 6,615 6,022

その他 19,537 11,845

販売費及び一般管理費合計 127,381 96,046

営業損失（△） △22,776 △20,276

営業外収益

受取配当金 721 726

その他 104 1,989

営業外収益合計 826 2,715

営業外費用

支払利息 20,417 12,022

社債利息 1,407 1,093

営業外費用合計 21,824 13,115

経常損失（△） △43,774 △30,676

特別損失

固定資産除却損 37 －

投資有価証券評価損 － 12,469

特別損失合計 37 12,469

税引前四半期純損失（△） △43,811 △43,145

四半期純損失（△） △43,811 △43,145
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △43,811 △43,145

減価償却費 4,200 3,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,044 1,502

受取利息及び受取配当金 △723 △726

支払利息及び社債利息 21,824 13,115

有形固定資産除却損 37 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 12,469

売上債権の増減額（△は増加） 558 455

たな卸資産の増減額（△は増加） 618,699 161,708

前払費用の増減額（△は増加） 20 16

仕入債務の増減額（△は減少） △367,832 △129,332

未払金の増減額（△は減少） 10,728 10,775

未払費用の増減額（△は減少） △98 109

前受金の増減額（△は減少） 43,733 △424

その他 △8,354 △3,429

小計 280,025 26,992

利息及び配当金の受取額 723 726

利息の支払額 △19,237 △11,473

法人税等の支払額 △1,387 △440

営業活動によるキャッシュ・フロー 260,124 15,805

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,000 △36,000

定期預金の払戻による収入 10,131 －

差入保証金の回収による収入 3,500 －

その他 △13 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,618 △36,000

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 442,000 50,000

短期借入金の返済による支出 △604,000 △64,000

長期借入れによる収入 132,000 －

長期借入金の返済による支出 △266,417 △17,073

配当金の支払額 △36 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △296,453 △31,075

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,709 △51,269

現金及び現金同等物の期首残高 70,450 166,693

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 41,741

※
 115,424
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　  該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

当第１四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月

４日)を適用しております。

EDINET提出書類

株式会社エムジーホーム(E03991)

四半期報告書

11/18



　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
前事業年度末

(平成23年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

　 ※　偶発債務
　　   顧客の住宅ローン残高について金融機関に対して
　　　 債務保証を行っております。
         債務保証額　　　　　　　　　 　48,000千円
　

　 ※　偶発債務
　　   顧客の住宅ローン残高について金融機関に対して
　　　 債務保証を行っております。
         債務保証額　　　　　　　　　 　48,000千円

　

(四半期損益計算書関係)

前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　　　該当事項はありません。　　

当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　　　該当事項はありません。　　
　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 79,741千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △38,000千円

現金及び現金同等物 41,741千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 159,424千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △44,000千円

現金及び現金同等物 115,424千円
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(株主資本等関係)

　

前第１四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

　
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

　
当第１四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

　
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント

その他 合計
分譲マンション

事業
賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 858,630 10,465 869,095 ― 869,095

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 858,630 10,465 869,095 ― 869,095

セグメント利益 17,769 5,890 23,659 ― 23,659

　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 23,659

全社費用(注) △46,436

四半期損益計算書の営業損失（△） △22,776

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント

その他 合計
分譲マンション

事業
賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 443,070 10,620 453,690 ― 453,690

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 443,070 10,620 453,690 ― 453,690

セグメント利益 15,877 6,045 21,922 ― 21,922

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 21,922

全社費用(注) △42,199

四半期損益計算書の営業損失（△） △20,276

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目

前第１四半期累計期間
　(自 平成22年４月１日　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　至 平成22年

６月30日)

当第１四半期累計期間
　(自 平成23年４月１日　　　　　　　　
　至 平成23年６月30日)　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１株当たり四半期純損失金額 2,489円27銭 2,451円43銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(千円) 43,811 43,145

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期損失金額(千円) 43,811 43,145

普通株式の期中平均株式数(株) 17,600 17,600

　(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

株式会社エムジーホーム

取締役会  御中

監査法人アンビシャス

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩　　村　　豊　　正    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    諏　　訪　　直　　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エムジーホームの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第27期事業年度の第１四半期会計期間

(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムジーホームの平成23年６月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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